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人生の最高の選択（ヨハネ6:60-71）
　世界で一番難しい、理解しがたい話というと、どんな話でしょうか。学校に通っているとき、微分積分は私にとってとても難しい内容でした。しかし、最近のクイズ番組などを見ると、全国の高校から選りすぐりの人々が集まり、天才中の天才ではないかと思われるほどのシャープな頭をもって問題をひとつひとつ解いていくのを見て、クイズ番組にとても興味があります。彼らにとって微分積分はなんの問題もありません。だから、一般正解率が７％にしかならないものでも、彼らにはものすごく簡単な問題のように映るみたいです。そんな彼らでさえ解くことのできない、理解することができないお話などがあります。どういう内容でしょうか。世の中にはまだ理解できない、また解けていない問題がまだたくさんあるかもしれません。それはこれから時間が経つにつれて、だんだん解き明かされるようになるでしょう。今までそうなってきたように。だから、時間の問題になる場合もあります。しかし、どんなに頭がきれている人であっても、時間がどんなに経っても、どうしても理解することが難しい話があります。正確に申し上げると、理解しがたいというよりは、理解することが不可能な話、内容があります。今日の聖書を見ると、イエス様のお話を聞いていた多くの人が最終的には「この話はひどい話だ。これをだれが聞くことができるか。解くことができるか」と思いました。他の聖書の訳を見ますと「これはとてもとても難しいお話だ。理解に苦しむ話なのだ」という表現があります。それがイエス様が今日、読みました聖書の箇所の前にお話をなさった内容です。私の肉を食べて、私の血を飲まなければ、あなたがたのうちにいのちはありません。私の血を飲んで、私の肉を食べる者は永遠のいのちを持ちます。そのようなお話をしました。皆さんはこのお話が理解できますか。天才中の天才も、どんなに頭の切れる人間でもこのお話は理解できません。

ですから、世界で一番、理解できない、理解することが不可能なお話は、イエス様がお話をなさいました福音の内容です。福音は世の中の人が理解することが難しい話ではなく、理解できないお話です。皆さんが理解している福音というものはいったいどんなお話なのでしょうか。人は真の幸せを得るためには、人が抱えている様々な人生の問題を解決するためには、イエス様が神の御子、罪のない方が身代わりとなって贖いの死を遂げることによって、私たちの問題は解決されます。特にイエス様がお話をなさった中には「私が天から下ってきた神様が与えられた真の食物、パンです」という話もありました。つまり、罪のない神の御子がこの世に人間の体をとって来られた、それを受肉と言います。しかも、それだけにとどまらないで、その罪のないキリストであるイエス様が私たちの罪を代りに背負って、その罪のためにご自分が尊い血潮を流されることによって代わりに裁かれる、そして、その体が引き裂かれることによって身代わりとして苦しめられる、そうすることによって私たちの人生の問題は解決されるようになる。それ以外には他に解決の方法はどこにもありません。それしかないという話です。そして、そのように身代わりとして贖いの死を遂げることによって、私たちの問題が解決されます。それで結局、私たちの方からは何もすることもないし、できないし、何も要求されることもないし、ただただ義人は信仰によって生きる。このようになさったイエス・キリストを信じること以外には助かる方法もないし、また求められることもあります。だから、信仰によって人生が変わる、信仰によって救われて助かるという話が福音です。これは天才中の天才でも理解できないお話です。世の中にはこのような法則はありません。だから、彼らが頭が悪いから、理解力にかけているから理解できないのではなく、元々、このお話は理解不可能な話でした。世界中で一番、難しい話は福音の話、ゴスペルです。イエス・キリストが身代わりとして死にました。だから、あなたがたはただ信仰によって生きます。そういう話です。なぜこれが理解できないのでしょうか。このお話以外には幸せになる道もないし、いのちの祝福の方法もどこにもありません。それなのに、ひとつしかない、唯一の希望なのになぜこれが聞こえてこないのでしょうか。なぜ聞いていても理解することができないのでしょうか。彼らは話が難しいと訴えました。最終的には皆、イエス様から離れて二度とイエス様と歩くことはなかった。永遠にバイバイ、さようならしてしまったと聖書には書いてあります。本当に話が難しいからでしょうか。

聖書にはこのようにその理由を解き明かしています。エペソの手紙2章1節を見ると「人は自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」とあります。このお話を理解する機能は私たちの魂の中にあります。しかし、残念ながら人は罪を犯すことによって自分の罪過と罪によって魂が死んでしまうようになりました。つまり、このお話を理解できる機能がすべて壊れてしまったのです。それで実は難しいし、理解できないのです。微分積分は勉強して研究すれば、あるいは他の人よりＩＱが優れた者は理解できるようになるでしょうが、このお話だけはそれを理解できる機能が前頭葉とか後頭葉ではなく、魂にあるものなので、魂がすべて壊れてしまった以上、理解不可能な状態なのです。つまり、この私の肉を食べて私の血を飲まない限りはあなたがたに幸せはありません。あなたがたの人生の悩みは解決できません。あなたの会計の問題、家庭の様々な事情は解決に至りません。この社会、青少年の問題、地球レベルの様々な課題に答えはありません。このお話が理解できないのは、それを理解する機能を失っているからなのです。だから、それを聞いて「難しいのですね。中々、理解できません。とんでもない話です。そんな話と付き合う暇などありません。そんな暇があれば微分積分の勉強を少しでもやった方がよい」というようにおっしゃる、そのように思う方々は裏返しますと、自分の罪過と罪との中にあって魂が死んでいるということです。だから、理解しがたいのではなく、理解に苦しむのではなく、理解することができない、不可能な状態であるということを、まず覚えていただきたいと思います。しかし、今ここで礼拝を捧げている皆さんひとりひとりはこのお話が理解できていて、それに同意して「アーメン」といった方なのでここにいらっしゃると思います。なぜ私たちにはそのお話が、世界中の博士たちも、優れたＩＴ企業の、ベンチャー企業の若い社長さんも理解できない話が、学校の成績もそんなに優れていない私たちがどうやって理解できたのでしょうか。それは神様の恵みを受けたからです。つまり、神様の恵みを受けた人にとっては福音のお話は一番分かりやすい話であり、そして、何の迷いも曇りもない明確なお話になるのです。不思議なお話です。これに対して皆さんが少しでも葛藤を覚えたり、なにかを躊躇したりするような必要はまったくありません。イエス・キリストが身代わりとして私たちのために死んだことによって私たちは助かります。ですから、私たちのなにかと関係なく、ただイエス様を信じることによって人生丸ごと永遠に変えられます。暗闇の滅びの運命、地獄の苦しみから解放され、天国の人となりハッピーになりますと言うお話。これは理解不可能なお話です。しかし、神様の恵みを受けた人にとって、これは一番分かりやすいお話です。他のなにかによって惑わされる必要のない、迷うことのない明確なお話です。なぜでしょうか。神様の恵みを受けたということは、また恵みが与えられた瞬間、壊れていた魂が生かされ機能し始めて、博士も理解できない、見ることができない霊的な事実が見え始めるようになるから理解できるようになるのです。今までは生まれたときから学校に通いながら、一生懸命、勉強し研究をしてまいりました。その中では絶対に悟ることができない霊的な事実に目が開かれるようになります。
もっと分かりやすく申し上げますと、ハーバード大学や東京大学でも教えることができない、知ることができない、理解しようともしないし、理解することができない原罪という恐ろしい人間の問題、人のすべての問題の根本であり、またどの民族、どの時代の人間であれ官益なく、すべての人の根底にその人を捕えている問題、原罪がなにか初めて気づくようになるから理解するようになるのです。原罪とは何でしょうか。悪魔のしわざによって幸せにつくられた人間が創造の神様を裏切り背いて、神様から離れて神様とは関係ないものになってしまいました。神の御怒りを受けるべき子らとして、生まれながらその運命を抱えて生まれるようになりました。これが原罪です。「なるほど。今までは親のせい、社会のせい、自分の才能のなさのせいなど、あるいは周りの環境のせい、周りのいじめる側の人々のせいなどと思っていたのが、神様の恵みを受けたときから初めてわかるようになります。そうではなくて、私が神様から離れ根本的に滅びの運命の中に捕らわれているからそうなってしまうのだね。親が悪いから、お母さんが悪いからではなくて、お母さんも親も家系そのものが神から離れどうにもならない滅びの運命の中に捕らわれているからあのようなぐじゃぐじゃな人生になるしかない、子どもを虐待するしかない、暴行を働くしかない、お酒に酔っぱらって人生を台無しにするしかない、あんな風になるしかないのだ」と気づくようになります。霊的な事実であり、人の恨み、その人を捕えて人生を台無しにぐしゃぐしゃにしている悪魔のしわざというものがあるということを初めて気づくようになるのです。最先端の技術、iPS細胞などを研究してノーベル賞をもらったにもかかわらず気づくことができなかったことが、神様の恵みを受けることによって初めて気づくようになりました。そのことによって迷うことなく、ものすごく明確に白いキャンバスに黒の点をつけるかのような感じで、だからこそ、神様が約束された、神様ご自身であり女の子孫と言われていたキリストが来られて、キリストでなければ絶対に希望はないということ、キリストの必要性について明確になります。とても分かりやすいのです。微分積分よりものすごく分かりやすいです。神の恵みを受けた人にとって福音の話は一番分かりやすいお話であり、明確な内容になります。キリストは絶対的にキリストでなければいけないと。社会が発展していても、アベノミクスがどこまでこれからずっと進んで行くのか分かりませんが、そこにではなくキリスト以外には希望がないということに迷いがありません。神の恵みを受けた者はありません。自分がどんな汚い過去を歩いてきたのか、今現在、どんな弱さを抱えているのかなどと一切関係なく、それにもかかわらず、だからこそ私に必要なのは私の人生の希望はキリストしかありません。そういったすべてが神から離れてしまった原罪から生まれてきたものに間違いないので、このお話が「なるほど」と理解できたことを神様の恵みを受けたというのです。ある集会に参加したら、涙がポロポロ出たと。それはある歌手がものすごい音響を整備し、すばらしい歌を唄うと内容を知らなくても涙も出ます。どこかの集会に行ってお話を聞いて胸にジーンときた。でもどんな内容か分かりませんということが恵みではなく、神様の恵みを受けたということはこのお話が理解できるようになるということです。小学校しか卒業していない、学歴が学校の勉強がものすごく足りない者であってもこれは関係ありません。これを理解する機能は魂ですから。神の恵みを受けた者はだれであってもこのお話が理解できるようになります。人は目に見えるパンだけで生きるのではなく、神によってつくられた、神によって生きる、神のかたちにつくられた霊的な存在であり、それがすべて壊れて魂が壊れて死んでしまい、それが罪によるものであり、その結果、世の中にあるどんなに優れたものでもどうにもならない原罪に捕らわれ滅びるしかない存在になってしまいました。このまま終わりになると永遠の地獄に行くしかないという話が納得できるようになります。それを神様の恵みを受けたということになります。ですから、キリストの必要性、特にキリストが絶対的に必要なのだというお話が当たり前で当然なお話に聞こえてきます。しかも、そのキリストがただキリストで解決するのではなく、そのキリストが私たちの原罪が、霊的な問題がどれほどひどい問題なのかというと、そのキリストが身代わりとなって自分の血を流され体を引き裂かれる、私たちの代わりに苦しめられることが絶対に必要なのだということに気づくようになります。他にどんな理論があろうが関係ありません。これは明確なのです。これは迷いがありません。聖なるキリストの体が引き裂かれないと私たちの問題は解決できないという恐ろしい原罪なのです。悪魔のしわざなのです。尊い神の御子キリストがご自分の血を流されない限りは私たちの罪は清められません。なにをどうすれば私たちの問題が解決できるのでしょうか。だから、贖いの必要性、贖いの当然性などが明確に理解できるようになります。キリストではなく、キリストの贖いでなければいけません。そして、2000年前に真っ暗な世の中に光として来られた、処女マリヤから生まれ預言どおりに来られましたイエス様がそのキリストであるということが聞こえてきて、とても分かりやすい話になります。どこかで勉強したこともないのに、実力を積み上げたこともないのに、80歳のおばあさんで小学校の門をくぐったこともないのにこのお話は理解できるようになります。神様の恵みを受けた者はイエス様がその体を引き裂かれて血を流す贖いの神の救いの御業、つまり、イエス・キリストが十字架にかけられて血を流されて体を引き裂かれて苦しめられ死なれて、そして、3日目に甦られることによってのみ私たちの人生の問題は希望があり、私たちの悩みは消え去り、私たちに真の安らぎが与えられ、私たちの罪が清められ、滅びの運命に捕らわれて御怒りを受けるべき子らとして生まれて生きていた私たちが、その神様と和解させられ神様と永遠にともにおられるいのちを所有するようになるということが難しい話ではなく「なるほど。ありがとうございます。当たり前ではないでしょうか」と思うようになります。他の知識はまだ乏しいし、知らないことがいっぱいあるかもしれません。ときには聖書の細かいところとか、聖書の歴史の詳細なども知らないかもしれません。それにもかかわらず、このゴスペル、福音のお話だけは明確なのです。不思議ではないでしょうか。聖書を見ていてもこの福音に触れるまでは会社の社長と社員くらいではありません。奴隷と奴隷の主の立場だったものがこのお話の理解は奴隷の方が先で、奴隷の方が長老になって、その奴隷の飼い主が後で理解が遅くなり教会の普通の信徒になっていたりする内容も聖書に書いてあります。神様の恵みを受けた者のみが理解できるし、恵みを受けた者はものすごく分かりやすいことであり、明確な当たり前なお話になります。それが福音のお話、キリストの贖いのお話と言います。それゆえ、人生の問題の解決はこのキリストであるイエスを信じること、そこにすべてがかかっているというお話が理解できるようになり、皆、心を開いてイエス様を贖いの主として信じて受け入れると告白するのではないでしょうか。理解のないままやった方々は神様の恵みによってきちんとわかってイエス様を信じていただきたいと願います。イエス様を信じることは知らないのに無理やりだれかの都合を配慮して信じてあげたり、家庭の平和のために信じてあげたりすることではありません。とても明確に当たり前に聞こえてきて、避けることもできないし避ける理由もないし、「イエス様を救い主として絶対的な私の人生の解決として信じます。信じて受け入れます」となります。

だから、神様の恵みを受けた人にとって、真の人生の最高の選択はいったい何でしょうか。神様の恵みを受けた者のみに限られたことであり、人類を見て人生の中で最高の選択は何でしょうか。それはこの贖いの主、十字架において体が引き裂かれ真のパンになり、血を流されて真の飲み物になられました贖いの主、キリストであるイエス様を信じることが人生最高の選択になります。しかし、多くの人はイエス様のお話を難しいと言いながらイエス様から離れていきました。けれども、一握りのわずかな人数ですが神様の恵みを受けた人はイエス様が聞かれます。あなたがたも行くのか。ペテロが代表として答えました。「イエス様。永遠のいのちの御言葉があなたにあります。あなたは贖いの主、キリストです。だから、私たちがだれにどこに行きましょうか。私たちはいつまでもあなたについていきます。このイエスを選択しました。これこそが最高の選択です。人生の最高の選択とはいったい何でしょうか。結局、人生というものは選択の連続であり、選択によって人生の成敗が左右され決められるようになるものではないでしょうか。だから、なにをどのようにどちらを選択するのか、いつもその選択に迫られて何を選択して選ぶことによって変わるということを今まで経験してきたでしょう。しかし、決定的に人生の成功と失敗を左右する選択、また残りの人生がすべてハッピーになることができる最高の選択、人生まるごと根こそぎ変えられる選択は何でしょうか。最高の選択はイエスを選ぶことです。イエスを選択することです。特にこのイエス・キリストを信じることです。なにを信じるのでしょうか。イエス様が私のために体を引き裂かれ、ご自分の血を流されたことを信じることです。その信じることをイエス様の表現によりますと私の血を飲み、私の体を食べるとなります。人生最高の選択はイエス様の血を飲むことなのです。イエス様の体を食べることなのです。皆さんはイエス様の血を飲んだのでしょうか。イエス様の体を食べたのでしょうか。そうしない限りは永遠の滅びの運命は何も変わらないまま、私の人生を捕えているはずです。人生の不幸は少しも変わらずずっと私と一緒にいるでしょう。そのすべてから解放される最高の選択、それがイエス様を信じることです。もう一度言います。イエス様の十字架の血潮とそこで体を引き裂かれたそのことが私のためのことだったと信じるかということです。そこを選択することです。この選択は絶対的な選択であり、当然な選択であり、なにより優先すべき選択です。これがイエス・キリストを選ぶことです。なぜこれが最高の選択でしょうか。このイエス・キリストを選択した、イエス様の体が引き裂かれた、イエス様が血を流された、それが私のため、私の幸せのためだったという信仰に立つ、信仰を選ぶと言う選択をしたその瞬間、その人には真の永遠のいのちの祝福が与えられるので最高の選択なのです。世界中、どこに行ってどう選んでもこの祝福はありません。永遠のいのちの祝福は今までにあった私のすべての罪、すべての汚れ、不幸の運命、滅びの呪いの災いなどが一切、終わり、そこから完璧に完全に解放されるようになります。イエスを選択したその瞬間からです。もう二度と滅びの運命に戻ることがないようになります。いつでしょうか。イエス・キリストを選択したことによって。しかも、イエス・キリストを選択したことがなぜ最高の選択なのかというと、その瞬間、その人には神の霊が永遠に一緒に宿る、神の神殿に変えられるからです。これがイエスを選ぶと言うことです。

それに留まらないで、この暗い世の中を生きている間にイエスを選択しただけなのに、イエスご自身が真の光であるのでそのイエスを選択した瞬間、その人の人生は残りの生涯、世を照らす、暗闇の世を助ける光の人生を歩くようになります。なんのためでしょうか。なにを根拠にしてなのでしょうか。イエス・キリストを選んだことによってです。イエス・キリストを選択するというのはどういうことなのかご存知なのでしょうか。そして、イエス・キリストを選択したその瞬間、天国の希望が確実に保証され、希望にあふれるハッピーエンディングを先に決めておいて人生を堂々と生きる人に変えられます。イエスを選んだということによって。いろいろな選択がある中で、たとえ他の選択に失敗したとしても構いません。心配しないでください。最高の選択はそのすべての失敗を全部ひっくり返すことができる選択、イエス様を選ぶことなのです。イエス様はキリストですから、イエス様は皆さんのためにその体を引き裂かれ血を流された贖いの唯一の救い主です。最高の選択、迷う必要のない、迷いなどが存在しない選択です。最高の選択はイエスなのです。そうならば、皆さん、まだイエス様を救い主として信じていない方々は、今日が人生最高の選択の日になっていただきたいと思います。永遠のいのちの祝福が与えられます。そして、今どんな状況に置かれて、どのような現実を抱え、どんな問題を抱えていらっしゃるのか分かりませんが、イエス様を選んだ、イエス様を救い主として受け入れた方々は結論として改めていただきたいと思います。宣言というのはそのことを公けに現すだけです。皆さんは自分でクリスチャンであることだけで、最高の選択をしていた、最高に幸せな方であり、もうすでに成功している成功者であるということを確信して、自負をぜひ持っていてください。本当にイエス様を選択することが最高の選択であれば、そこ以外には永遠のいのちはありません。もう一度言います。今まで間違っていた選択、旦那さんを選ぶのを間違え、奥さんを選ぶのも、学校を選ぶのも、自分の専攻を選ぶのも、就職会社を選ぶことなど、いろいろ間違ったかもしれません。構いません。そのすべてをかばうことができ、ひっくり返すことができる最高の選択がイエスなのです。イエスを選択する者は永遠のいのちの祝福がその人のものです。ですから、他のなにかに惑わされないで、今現在の現実の様々な事情や状況にも惑わされないで、ぜひお願いしたいと思います。確信を持ってください。イエスを選んだひとつの理由で皆さんはすでに圧倒的な勝利者であることを確信してください。皆さんは最高の選択をして、最高に賢い方であり、最高に幸せな方であるという自負をもって、いつもそこをスタートラインにしてください。イエスが最高の選択であれば、そこをスタートラインにしてください。そうでないといつまでたっても宗教になります。同じ話でしょうが、今皆さんがどんな状況に置かれていても、これから、どのような状況に遭遇することがあるにしても、継続して正しい選択をして行っていただきたいと思います。それはなにがあろうが真っ先に福音を選んでください。真っ先にイエスを選択してください。イエスにある皆さんが変えられました幸いな祝福された自分自身を選択するようにしてください。環境を先に選ばないで、条件を先に選ばないで、家族関係を先に選ばないで福音を先に選択してください。永遠のいのちがイエスにあるのに私たちがどこに行きましょうか。イエス様はキリストでありますので、私がなぜ感情に走りましょうか。なぜ心配に走りましょうか。なぜ状況に惑わされるのでしょうか。なぜ病気に走るのでしょうか。なぜ人間関係に走るのでしょうか。先にイエスを選びましょう。イエスが十字架で血を流されて、体を引き裂かれることによって私は変えられました。私はそのイエスの体を食べて、イエスの血を飲んでいる者です。私には永遠のいのちがあります。私は幸いな者です。私は世の光です。私の内側には聖霊が宿っている者です。私は聖霊充満が約束され24時間、いつでもどんな状況でも聖霊に満たされ、聖霊の油が注がれるようになっている存在ですを選んでください。弟子たちが今言いました。「あなたがたも行くの？あなたがたもよその人間のような選択するつもり？」と聞いたときに、「イエス様。なにをおっしゃるのですか。永遠のいのちはイエス様にありますので、イエス様から離れることはしません」と答えました。かたくなにキリストの福音の上に立ってください。それが選択です。これからもずっと選択の戦いです。最高の選択はイエスです。皆さんの家族のだれかが癌を宣告されました。それを聞いたときに皆さんはなにを選択するのですか。これから癌によく効くサプリメントや食べ物を探すことを選択するのではなく、イエスを選択しなければまた惑わされます。就職が中々、難しいでしょうか。皆さん、中々、治らない病気、性格などはありますでしょうか。中々、どうにもならない悩み事をずっと抱えていらっしゃるでしょうか。それは悩むことを選択しないでイエスを選択してください。私たちの選択、人生最高の選択はイエスしかありません。イエスを選択してください。これからもずっと。

どちらが風邪にいいのかを選択する前にイエスを選択してください。どちらの男の人が格好いいのか、どちらの女の子が優しいのかを選ぶ前にイエスを選択してください。そうすると、あとの選択はすべて正しいものになります。成功、祝福は保証されます。そのことによって真の成功を具体的に体験するようになるでしょう。神様は今もそれを備え皆さんを導いていらっしゃいます。最高の選択をしてここに座っていらっしゃる皆さん、それが最高の選択だということをよく分かっていないまま眠っていらっしゃる皆さん。勇気を出して心から喜んでください。よくぞ、イエスを選択されました。皆さんは最高に賢い方です。だから、皆さんに神様はこの世界を、日本の国を、皆さんの家族を任せていらっしゃいます。皆さんはこれから祈るとイエス様が神様に祈ったのと同じように神様に聞かれて、周りを生かす神のわざが現れる存在です。イエスを選択したそれだけで。皆さんはそれほど最高の選択をして、最高の人生を歩いている、最高のものであるという確信と自負をぜひ持ってください。そこをスタートラインにしてください。サタンは今もあらゆることをとおしてそれを邪魔しようとしています。ついつい、皆さんの耳元でささやいているでしょう。「今日もイエスにするつもり？今日もイエス・キリストと告白するつもり？あなたは今どういう現実なのか分かっているのか。周りがあなたのことをどう言っているのか分かっているの？あなたの子どもが今どんな状況なのか分かるのか？」とささやいていますね。それに惑わされないで、それにもかかわらず、一番分かりやすい、譲ることのできない明確な真理です。どんなに頭の悪い人間でもこれは明確なのです。私は幸いな者です。私は最高の人です。その確信と自負をぜひ持って、そこからいつもスタートするように選択をしてください。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も永遠のいのちの言葉がイエス様にありますので、私たちはどこに行きましょうとイエス様を選んだ弟子たち。結局彼らは世界をひっくり返す主人公となりました。イエス様を選択したことは神の恵みでありながら、最高の選択であったということを覚えていて、自分自身を改めてみることができるように兄弟姉妹を祝福してください。否定的な思いや不信仰、暗い思いが一切消えていくようにどうか御言葉の力をもって働いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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